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入法界品メーガ章における燃灯授記の影響

小 林 圓 照

1.問 題 の 所 在

『華厳経 入法 界品』(Gandavyuha)の 彌 伽(メ ーガ)章(梵 本vaidya版,PP.59-63,

六 十華厳962-963頁,八 十華厳336―337頁,四 十華厳(普 賢行願品)684―685頁)は,ス ダ

ナ少年(善 財童子)の 善知識訪 問の中 にあつて も,特 定 の職 業 ・職 能 を示 さず,ド

ラ ミダ人 ・メーガ(Meghonamadramidah)と 言 う種族名 を挙 げ るのみで ある.ま た

メーガ 自身 が説 法台か ら下座 して善財 を礼 拝す る といつた特異 な法 門で ある こと

も従 来,注 目されて いる.こ の善知識 の名 は,ど の漢訳 も 「彌伽」 でJ致 してい

るが,そ の国土 は,デ カ ンの東 南部へ の入 り口を意味す る,「 南方 への街 道」の途

上,〈金 剛の町〉と呼ぶ ドラ ミダ人 の住 む地方(daksinapathevajrapura血namadramida上

pattanam)で あ り,「 自在」 国(六 十華厳 ・入法界品),「 達里鼻茶」 国(八 十華厳 ・入

法界品),「 達濯比 叱」国(四 十華厳・普賢行願品)と なつてい る.鈴 木版 梵本 は ドラ

ヴ ィダを採用 し,八 十華厳 ・四十華厳 も ドラ ミダDramidaで は な くドラヴ ィダ

Dravidaで あ つた と考察 され る.そ れ ぞれ の都 城 は,「 呪 薬(祝 薬)」 城(六 十),

「自在」城(八 十),「 金 剛層」城 とそれぞれ名が相 違 してい る.し か も六十華厳 の

みが,彌 伽 を良医 と呼称 してい るの は,呪 薬の語 と関連 して,ド ラ ミダ とは,こ

の地 方の呪 医を言 うので あろ うか.た だメーガが雄弁 な説 法師で あ る点か ら,教

化 の シンボル として良医 と呼んだ可能性 もあ る.こ の小論 で は,メ ーガの善知識

名 お よび その内容 か ら,説 法 師 と して の従来 の視点 も含 めて,こ の章 にお ける燃

灯仏 授記説話(彌 伽 ・雲童子 ・Megha授 記諌)の 影 響 を明 らか に して みたい.こ の

説話 は表面で は顕 著で はないが,こ の章 の中核 とは言 えない まで も,極 めてかす

かなが らも背景 として,章 全体 の発想 のベース になつてい る と考察 で きるか らで

あ る.
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II.メ ー ガ 章 の構 成

1,先 行 す る三 善友す なわ ち,徳 雲(仏)・ 海雲(法)・ 妙住(僧)の 各 比丘 に於

いて周知 の ごと く,三 宝 が中心テー マ となつたが ,続 いて第四番 目の善友 メーガ

を尋ね る導入部 で は,ス ダナ少年 は,佛 への随順,法 への浄信 の想 いか ら 「三宝

の家系」 を断絶 せぬ よ うにつ とめ(triratna-va血sanupaccheda-prayuktah),あ らゆ る世

界 を浄化 しよ うとす る請願 か ら離れ る ことな く,い か な る仏集 会 のマンダ ラさえ

も依拠 せず(sarvabuddhaparsanmandalasrita-vihari),自 在 に,ヴ ァジラプラム と呼ぶ ド

ラヴィダ人 の町 へ,メ ーガ を探 し求 めて行 く.近 づ いて往 くと,メ ーガ は町の十

字街 路上 に説法 のた めの獅子座 に登 つて一万 の聴 衆 を前 に 「文 字の輪 の旋転 の荘

厳 」 〈cakraksara―parivartavyuhamdharmaparyayam>と 言 う名 の法門 を説 いてい た.

「言語表現 の輪 の,す ば らしく華麗 な展 開」を意味 す るのであ ろ う.次 いでスダナ

は正覚 に向か つて発心 した ことを告 げ,12の 菩 薩行 のあ り方を問 う.要 約すれ ぼ,

どの ようにす れば,菩 薩 は,志 願 を堅固 に し,'解 怠 な く大悲 の力,ダ ーラニーの

力,闇 を破 る智 慧光明,巧 妙 な法,義,辞,弁 による音声 の世界 を円満 にす るか.

自在 な弁才力 を成 し遂 げる ことがで きるか.如 何 にすれ ぼ念 力や 了解 の力 や三昧

の力 によつて,法 輪 の平等,法 の理解,教 示 の意味 の決定 と分類 に集注 す るこ と

がで きるか と質問す る.

2.そ こで メーガ大士 は,獅 子座 を立 ち,下 座 して,ス ダナ少年 に五体投地 の敬

礼 を し,黄 金 の花 を まき散 らし,高 価 な宝石 や抹香 を散ず る.ま た色 とりど りの

百 千の衣 で覆 つた.こ の ような供養 ・尊重 のの ち,ス ダナの発菩提 心 を称 賛 し,

そ の様 な発心者 は,10の 系 譜(va血rsa)の 保 持 に努力す る人 であ る と説 く.そ れ ら

は,(1)あ らゆ る仏 の系譜 を断絶 しない よ うに努 力す る人,(2)あ らゆ る離欲 の

系譜 を知 ら しめ る人,(3)あ らゆ る国土 の浄化 に努力す る人,(4)法 の系譜 の達

成(5)業 の 系譜 に汚 されず,(6)菩 薩 行 の系譜 を円成 し,(7)誓 願 の系譜 か ら

逸脱 せず,(8)三 世 の あ らゆ る存在 につ いて智慧 を もつて通 達 しよう とす る人,

(9)解 脱 の系譜 を堅固不動 の もの にしよ うと努力 す る人 であ る.

そ してそ のよ うな人々 は如来 の威神 力 によつて護念 され,菩 薩 との平等性 を獲

得 し,聖 者 に随喜 され,人 天 に よつて,供 養 ・尊敬 ・称賛 され る存在 となる.そ

して正 し くその人が菩薩 であ り,そ こに菩薩 の比喩 が説 かれ る.1、 菩薩 は得難 い

人 で衆生 の慰安 となる.2,衆 生 の父母 とな る.3,人 天 世界 の荘厳 とな る.4,困

難 苦悩 の人 の避難所 で あ る.5,衆 生 を護 る休 息所,6,恐 れ おの の く人 の元気,
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7,三 悪 へ の堕落 を止 め る風 輪8善 根 を育 て る台地,9 ,福 徳 の宝庫 であ る大海

10,智 慧 のかがや く太 陽,11,善 根 に聾 え る須彌 山,12,覚 の 場 にのぼ る圓月 ,

13魔 を破 る将軍,14勇 敢 な戦士,15,我 執 を枯 らす熱気,16 ,法 雨 の雲,17信

解 の芽 をのぼす雨,18,法 海 を渡 す船 頭,19,衆 生 の橋 梁,20,人 々 の集 まる沐

浴場で ある と説 く.こ の ような 「菩薩 」へ の喩説 は,そ つ くりその まま 「善知識」

にも当て はま る比 喩で もあ り,入 法界 品の諸処 に見 られ る.

以 上,メ ーガ は,長 々 とス ダナの発心 を,大 弁説 を もつて 「よきかな」 と賞賛

す る.そ の間,メ ーガ大 士の 口(mukha-dvara面 門)か らは,三 千大千世界 を照 ら

し出す ほ どの大光 明が噴出 して いた.

3.そ の光 明に照 らされて,大 士 の元 に集 まる人天 ・衆生 は,歓 喜 に満 ち,メ ー

ガか ら輪字荘厳 の教 えを聴 聞 して,正 覚 への道 において不退転 となつた .そ こで

メ ーガ は本 座 に還 り,自 分 の獲得 してい る法 門 は,「 弁才 の ダー ラニー の光明 」

(bodhisattvanarilsarasvati-dharanyalokam)と 呼 ばれ,そ れ によつて三千世 界の あらゆ る

天,半 天 半人,人 間界 や生 き とし生 け るもののすべ ての言語 の多種 ・多様 性 と,

同 時 に,同 一・性 に精通 してい る とい う.加 えて あ らゆ る言語の言葉 ・名称 ・慣用

法 ・方言 ・音声 ・音質 に精通 して い るとも説 く.

4.メ ーガ の法 門 と同一・線上 にあ る行 とその成果 につ いては,他 の優 れた菩薩達

が知 つて い ると言 う.そ れを要約す る と,衆 生達 の種 々雑多 な 「ことぼの海」す

なわ ち,名 称,呼 称,叙 述,仮 説,慣 用法,語 句 の適用,意 味 よ り叙述 を重視す

る場合,三 世 の存 在 を一つ の もので表現 す る方法,語 句 ・詩旬 の積 み重 ね,あ ら

ゆ る世界 の ことば と音声 の領域 の海 に入 つてい る菩薩達 がお られ る こと,教 化へ

の言葉 の世界 とそのサ イエ ンスの広大 で甚深 で ある ことを展望 し,そ の海 に趣入

す るこ とをスダナに勧 め る.

5.以 上 の よ うな教 門を授 けて,ス ダナに次 の善友,ヴ ァナヴ ァーシ ン(Vana-v

asinamajanapada住 林 の地方)に い るムクタカ長者(muktakanamasresthin)を 紹 介す

る.ス ダナは分 かれがたい想い をもつてメーガの も とを去 るのであ る.

III.メ ー ガ 大 士 の 法 門 の 意 図 と問 題 点

(1)ま ず この章 で問題 とな るのは,〈 ドラ ミダ人 〉の設定 に,言 語 ・風俗 が相違

す る地方辺境 であ る ことを背景 とした異境 的 な意識 が汲み取 られ るので はないか

とい う点で ある.そ の住 処 もVajrapuramnamadramida-pattanam〈 金 剛の町 と呼 ば

れ る ドラ ミダ人 の地方 〉で あ る.神 話 的世界 で はあるが,も し諸 神 の敵 で あ り,

452



(122) 入法 界品メーガ章における燃灯授記の影響(小 林)

金 剛の膀 〈Vajra-nabhi>を もつダー ナヴ ァ(Danava)の 都 市,Vajra-nagaraに 着 目

し,こ の場 に比定 で きる とす れば,異 境性,辺 地 性 はよ り高 まる.市 街 の中央で

メーガが説法 してい る とき,ス ダナが菩提 への願 心 を発 した こ とを聞 き,菩 提道

のあ り方を尋 ね られて,メ ーガは,そ の獅子座 か ら降 りてスダナ に五体投 地の最

高 の礼拝 をな し,散 華 ・賛嘆 まで してい る.通 例 スダナ側が 「聖者 よ」(arya)と

呼 びかけて善知識 を礼拝す る形 式 とは逆 になつてい る.そ の ことは入法界品で は,

弱 年 なが らスダ ナの発菩提心 に恭敬 尊重 の念 を もつた 〈bodhisattva-gauravema菩 薩

へ 師事 ・尊敬す る意 に よつて〉 とい う理 由を挙 げて はいるが,こ の経形成 時代 に

この地 方の文化 に対 して異界観 と蔑視 を抱 いていた人々 に対 して,偏 見 を破 る意

図 が菩 提心へ の尊重 と言 う形で説 明表現 された と推測 され る.表 面 には出て こな

いが,ド ラ ミダを卑賎 とす る意識 を転 化 しよ うとす る作者 の意 志が あつたのか も

知 れない.

この ドラ ミダ人 と同 じく被差別 的な位置 にあ るダーサ(Dasa奴 僕 ・隷民)の 存在

も,入 法界 品で は善友 とされ,そ の職業 は,ダ ーシャ(dasaあ るかはdasaと も表記

する)船 頭,船 主,船 師 であ り,名 はヴ ァイ ラ(Vaira,婆 施羅,自 在 とも訳 される.第

22番 目の善知識)で ある.し か しヴ ァイ ラ章 の記述 に は,ク ー ターガー ラ都 城の海

岸 において,か れの海 洋航行 に関す る豊 かな知 識を聴聞 しよう と百千 の貿 易商や

大衆 に囲 まれ て講説 して しる存在 で あつて,差 別 的 な表現 は片鱗 もない.ダ ーサ

の語 が先住 の敵対者,征 服 され た者,隷 民階層の意味 を持 ち,ダ ーシャない しダー

サ と呼ばれ る船師 の職 業 も社会 的に下層 の存在 で ある ことを知 り,加 えてヴ ァイ

ラの語 が 〈敵意 のあ る,確 執す る〉の原意 のあ るこ とを知 りつつ,こ の経 は,大

悲 の旗 印を掲 げ,一 切智者 性 の海洋 に入 るための菩薩道 を説 いてい る.そ の点か

らは,VairaはVira〈 力 の ある人,英 雄,指 導者 〉で もある.表 面 には現 れない

が,社 会 的マイ ナスの価 値 をプ ラス に転換す る作 業 と深 い意 図が この経 に込 め ら

れ ているのではなか ろ うか.

(2)次 の 問題 は,雄 弁 な説 法師(Dhamna-bhanaka,Katha―puru§a)と してのメ ーガの

職能で あ る.下 座 よ り本座 に還 つたメーガ は字輪(cakra-aksara)を 自在 に回転 す る.

す なわち説法 の弁 才 を発揮 す る.事 実 上メ ーガの職能 は,雄 弁 な説法 者 として描

かれ,菩 薩 たちの異 なる多言語 の世 界 に入 つて不退転(avinivarta)の 弁 才 を転 じて

自在 に活羅 す るので ある.

(3)最 後 に 「こ とばの海」 への趣 入,す なわ ち菩薩 の言語世界の展開 であ る.

菩 薩 の言語世界 の考察 に関 しては,こ の経 に至 る背景 を注意 して置 くべ きであ
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ろう.す なわちディヴィア ・アヴァダーナの32種 の文字 ・言語,さ らに般若系の

四十二字門やラリタヴィスタラの六十四種などの文字 ・言語の知識(lipijnana)と

の関連 も考察 されるべきである.

rv.燃 灯 仏授 記(雲 童子本生謳)と の 関連 の解 明

一般に燃灯仏授記話のうち 「雲童子本生」に関連する資料 としては
,主 として

『四分律』(大正蔵22.784a-785c),『仏本行集経』(大正蔵3.665a-667c),『大事』(Mahavastu,

Senart版―Vo1.1.pp.231―243.Vaidya版.pp.181-192)な どが挙げられる.そ の中で

もガ ンダヴユーハ ・メーガ章 と対照 して,し かもその発想に係わる諸点の残影 と

して最 も多 く指摘 される要素をもつのは,四 分律 と考えられる.そ の資料 に基づ

いて考察す ると,

(1)ド ラヴィダ人メーガ大士に対 しては,四 分律では,バ ラモン出身の行者で,

雪山南麓の珍宝仙人の弟子五百の中の第一弟子であり,他 の弟子を教授し,父 母

は真正七世清浄のメーガ青年である.四 分律は彌却,仏 本行集経は雲童子,大 事

はMeghaで あり,名 称は一致する.

(2)メ ーガ大士のスダナ少年への礼拝 ・散華 ・称賛 とメーガ青年の燃灯仏への敬

信は誓願授記の原点である.マ ーナヴァ ・メーガは燃灯仏前に散華をし,そ の七

茎花は仏威神力で空中花蓋 となつて国中を香気で覆 う.そ して鹿皮衣を仏足下に

敷き,泥 上に布髪 して,定 光如来の授記を得 るまで,「形枯命終するも起たず」と,

心に願を起 こす.一 方,布 髪 はないものの,発 心 したスダナにメーガ大士は,未

来の釈迦文仏である彌却の姿を投影させている.彌 却が蓮華城の祠祁に入つた と

き,大 威神光明を放つたことも,メ ーガ大士の面門光明 との関連が考えられる.彌

却の輝 く姿をみて,そ の場のバ ラモンたちが 「皆 ともに高声に善 と称 して」,彼 を

上座に移 ることに賛同し,散 華 ・焼香 し,敬 礼 したことも,メ ーガ章で,ス ダナ

にたいしてメーガ大士の採つた態度 と重なる.

(3)メ ーガ大士の下座 と,十 二醜がメーガ青年に第一座を譲ること,差 別的問題

を窺わせる背景がここに根 ざす.十 二醜は,彌 却の敵対者 となるバラモン学僧で

あるが,そ の名が示すように背,頭,目,歯,手,脚 といつた全身が身障の姿で

ある.蓮 華城での彌却 とのコンテス トで敗退 し,第 一上座から降ろされる.ド ラミ

ダ ・メーガは,種 族的な面での蔑視 と関連するが,十 二醜の場合は,身 障差別の

背景がある.雲 童子本生の影がメーガ章構成の上に影響を及ぼしているのではな

かろうか.無 論,ガ ンダヴユーハそのものには,種 族 ・身障どちらにも差別的な
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取 り扱いはない.し か し着想の素材のなかにその影があることをを知つている.そ

してそれを積極的にメーガ章で,プ ラスに転化 しようとする意図が窺える.更 に

十二醜は,四 分律の構成の上では,ダ イバダッタの前生であることも看過できな

い.そ こに積極性はな くとも,善 知識の名においてダイバダッタを逆転 させた 『法

華経』 と同趣の傾向をガンダヴユーハの ドラミダ ・メーガを通 じて,見 ることも

可能であろう.

(4)ガ ンダヴユーハの説 く説法者 として教化のサイエンス との関連では,蓮 華城

でのコンテス トに出るバ ラモンの経典知識比べにその発想の素材がある.そ の知

識の数量の応酬に関 して言 えば,『増壱阿含経』第十一 「善知識品」(正蔵596-599

頁)の 超術梵志の記述が詳細である.

V.結 語

通常,孤 峯頂上に静思経行するメーガシュリー(徳 雲比丘)の 三昧の姿に,真

実・絶待の世界を窺い,そ れ と対照的に,十 字街頭のただ中で大衆 に説法するメー

ガのあり方に教化の実際を知 ることができるとされる.そ の点,正 しくメーガは

輪字荘厳の説法者である.当 然なが らそこには,あ らゆる衆生に対す る教化のサ

イエンスが展開される.豊 かな 「教説のための言語学」が中心テーマ となる.し か

し第V章 で,諸 点を挙げて検討 したごとく,こ の彌伽章を描 くデ ッサンの中で,

燃灯仏授記話の一部 を構成する雲(メ ーガ)童 子本生の部分が主要なモチーフと

なつたことが推定できよう.な おガンダヴユーハ ・アーシャ章に,燃 灯仏の記述

があり,そ の系譜の第9番 がヴァジュラナビー 〈金剛膀〉であり,六 十華厳のみ

が,「 自在」仏 と訳 していることも,ド ラミダの金剛の町を六十華厳のみが 「自

在」城 とする関連をも注 目したい.ま た当然ながら,燃 灯仏の思想、とその過去 ・

未来に亙る 「系譜」(ヴ ァンシャ)の 重視は,メ ーガ章の中に色濃 く反映している.

*主 な注記の内容は本文中に記述 し,他 の詳細な注はすべて省略した.

〈キーワード〉 ガンダヴユーハ,ド ラミダ人メーガ,説 法師,輪 字法門,燃 灯仏授記

(花園大学教授)

449


